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粒子線がん治療

出典：PARTICLE Newsletter No.36（2005年７月）
・患者数＊は財団の調査結果を示します。
・集計年月が同一ではありませんので、概数を示します。
・治療を中止した施設は除いてあります。但し、治療患者数合計には含みます。
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◆世界の粒子線がん治療の実績
　現在稼動中の世界の粒子線がん治療の実績を以下
に示します。施設数は日本が最多です。

◆わが国の粒子線がん治療施設導入計画
　ここでは新聞等で報道された粒子線がん治療施設導入計画を紹介します。
　次の３ヵ所に導入が決定しました。q群馬県：群馬大学付属病院に、県および前橋市等の協力を得て、普及
型小型加速器を用いた炭素線治療施設の導入　w福井県：福井県立病院に陽子線治療施設の導入　e福島県：
郡山市の民間医療機関に陽子線治療施設の導入

◆国内の粒子線がん治療施設の運用状況
　わが国の粒子線によるがん治療や臨床試験を行っ
ている６施設の運用状況は次のとおりです。
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わが癌闘記

宮原　哲夫（作詩家）

　自分の体力には自信があった。それが六十代にさしかかった頃から急に脱力感、倦怠感に襲われ

るようになった。

　仕事の疲れが残る。酒をやめてみる。

　当時住んでいた自宅の近くの山梨医科大学病院で診て貰った。結果は糖尿病からきた、アルコー

ル性肝炎の兆候であった。まさか自分が肝癌疾病者になるとは思わなかった。いまから十一年前の

ことである。これがぼくの癌来行の、プロローグであった。

　中学校を卒業した昭和二十六年、十六才から祖父に従れられて岩手県をはじめ、北海道と各地の

祖父の家業である隧道工事について行った。ぼくの父も隧道工事人であったが、昭和十八年に亡く

なった。

　戦前、戦後の混乱期にわが家は、この祖父に生活を支えてもらってきた。

　新設されるトンネルは、山間地が多い。また、当時は重機や建設機械は、いまのように開発され

ていなかった。作業はすべて人力優先で力仕事であった。山間部に飯場が建てられ、流れ坑夫やあ

ぶれ者たちがより多く集っていた。酒と喧嘩は毎度のことである。

　こんな日常のなか、北海道の電力導水路トンネル工事に入っていたとき、歌手くずれの作業人と

知り合った。彼はぼくがセメント袋の裏紙に、ふと書いておいた童謡らしき詩を見て作詩家への道

をすすめてくれた。昭和三十年に彼の紹介で、北海道出身の「酒は涙か溜息か」を書いた作詩家、高

橋掬太郎先生の門下生となる。流れ飯場のなかでそれも荒ぶる人足の多いなかで、どんな事情か知

らないが十才年長だった彼とめぐり会ったことが、僕の詩の世界に入った第一歩であった。

　仕事は過激である。これまで落盤事故や、ダイナマイト暴発事故で生死の河をさまよったことも

再三であった。

　仕事に疲れる。酒で癒す。このくりかえしのなかで先述したように肝臓癌へと発症して行った。

心配した家族がぼくに、東海大学附属東京病院のラジオ波治療をすすめてくれた。

　超音波画像により内視鏡で、がんの位置をたしかめて太さ1.5ミリの電極を肝臓下部（右股足付根）
に挿入し、周波数の低い百度前後の熱で照灼して、がん細胞を焼き切った。照射時の衝撃はかなり

こたえた。一ヵ月入院し月一度の経過診療となり山梨に帰る。帰宅してまもなく、脳出血に見まわ

れて地元の脳外科入院となる。作詞活動の方もこの時期、北島三郎さんの「情」「修羅の川」「命」

の拙詞のレコーデイングと重なり、身心ともに自分も修羅場の状態のなか、家族に支えられてスタ

ジオで立ち会うことができた。

　一年も過ぎた頃、肝臓がんの細胞が増殖していて再度、東海大学附属東京病院で冠動脈塞栓術を

うける。脳出血の後遺症による左手足の麻痺のなかでの治療はかなり苦痛であったが前回同様、退

院ができ薬の服用と、脳外科でのリハビリ治療に入った。　

がんらいこう
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　しかし、また一年も経過した頃、肝臓のがん細胞の始動がはげしくなってきた。

　あまりに再三の治療にも限界があることを知った家族は、千葉市稲毛区の重粒子（炭素イオン）線・

放射線医学総合研究所（放医研）につれて行ってくれた。ちょうど重粒子による臨床試験に参加する

ことができた。

　平成十七年二月四日。放医研・重粒子医科学センター病院に入院。まず驚いたことには、この病院に

病院臭がなく、患者も職員もとても明るいこと、まるでリゾートホテルのようであった。なおびっくり

したのは食事である。

　糖尿病時代から食事療法を強いられてきたぼくは信じられない有様であった。普段口にする食事

の量と副食の豊富さであった。

　患者個々の病状に合わせた検査の結果、計算された食事メニューであったがその内容はとても病

人食と思えなかった。

　放医研でのぼくの診断名…肝癌。病期ステージ1。組織型、肝細胞癌。主治医は加藤博敏先生。

　CT、MRI、PET、肝生検、肝シンチ、固定具。治療計画の作成。CTエコー心電図、呼吸機能、上

部消化器管、内視鏡、ICG、治療準備。これら検査を主治医によって完了。リハーサル後、本番に入

る。十七年二月二十二日、第一回の照射治療をうける。採血後、診察台に固定具で体をしっかりと

固められて照射をうける。肝臓右部位と右腹に照射孔より重粒子線（炭素イオン）を照射する。準備

から終了まで十分間位であった。翌日、同じ治療で終了した。一週間後放医研・重粒子医科学セン

ター病院を退院したが、重粒子線照射直後から、食事や入浴等の生活様式が普段とかわらなかった

ことだ。退院一年が過ぎた。癌の苦痛は起きていない。めざましい医学の進歩の恩恵に会えた幸運

に感謝をしている日々である。

　つねに死の恐怖にさらされていたわが命を精神的にも経済面でも献身の情を捧げてくれた家族の

温情は魂の底まで沁みこんでいる。

〔略歴〕

日本詩人連盟常任理事。日本作詩家協会評議員

代表作「人生峠」（村田英雄唄）

　　　「母恋峠」（田端義夫唄）

　　　「勝負」（竜鉄也唄）

　　　「母ちゃんの米」（門脇陸男唄）

　　　「情」「命」（北島三郎唄）


